
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和２年度学校評価 結果・学校関係者評価

 

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共
通実践

●学力向上対策評価シートに示
したマイプランの成果指標を達成
した教師９０％以上。

・全教科で自分の考えを書く活動を取り入れる。国語科・
算数科において「思考力テスト」を継続する。国語科では
「条件に合わせて書くこと」等の書き方について、算数科
では「図表・式・言葉を関連づけた説明」の書き方につい
て、指導する。

B

・全教科において、授業で書く活動を設定することがほぼできている。算数科では、授
業づくりや思考テストの実施などを受けて指導法についても十分共有ができている。
国語科では、「条件に合わせて書くこと」等の取組を継続して行い、思考力テストを実
施する。 B

・授業でねらいを焦点化し書く活動を設定することについて、本校独自アンケートを実施し
たところ、教師の肯定的な回答が100％、児童の肯定的な回答が約86％と、ともに、成果指
標を十分にクリアしていることがわかった。今後も、継続して取り組む。
・思考力テストの結果については、単元毎の平均10点満点中6.2点（国5.17点、算7.16点）で
成果指標をクリアした。できていない問題については、確実に解説を行っていくとともに、授
業改善に役立てるなどして、さらなる思考力向上を図る。

B

・県平均並みということであれば、一定の
成果が得られているものと思う。
・農業体験など体験的な学習がやりにく
かったのではないか。作業内容など今後
考えていった方がよいこともある。

・学力向上対策
　コーディネーター
・研究主任
　　・副主任

○授業と家庭学習とのつなが
り

○毎日の家庭学習時間を確保さ
せる。
○「家勉」を推進する。
○家庭学習調査を実施し、安定
して家庭学習に取り組む児童を
80％以上にする。

・家庭学習調査の集計の結果を個別指導に生かす。ま
た、保護者と連携し、安定して家庭学習ができる環境を
つくっていく。
・「家勉」を奨励し、自主学習の習慣を定着させる。 B

・校内研究会で家庭学習の位置づけについて共有し、各学年で実施できている。習慣
が身についていない児童、書き直しが必要な児童等についての個別の対応にも着手
している。課題点としては、質的な分析だけではなく、量的分析も行うことである。それ
を受けて、今後の手立てを共有する。 B

・校内研究会で家庭学習の位置づけについて共有し、各学年で実施できた。習慣が身につ
いていない児童、書き直しが必要な児童等についての個別の対応にも着手していた。
・中央廊下の掲示板に、家勉コーナーを設置し、各クラスの取組を紹介した。良い発信材
料になり、参考にして取り組む児童があいたり、児童のノートを掲示することで、賞賛する
場としても有効であった。
・課題点としては、質的な分析だけではなく、量的分析も行うことである。今後の手立てを共
有する。

B

・先生たちも頑張っていただいている。
・授業の進め方や宿題の出し方について
は、もう少し、学校で足並みを揃えてもい
いのではないか。

・学力向上対策
   コーディネーター
・研究主任
 　 ・副主任

●児童生徒が、自他の生命を
尊重する心、他者への思いや
りや社会性、倫理観や正義
感、感動する心など、豊かな
心を身に付ける教育活動

●体験活動を生かした心に響く
道徳教育の充実を図る。

・「いのちの教育指導資料」や「伊万里っ子しぐさ」、「童謡
歌集」を生かした授業を全学級で実践し、ボランティア活
動や心を育む「家読」を充実させる。
・全校で同じテーマの人権教室を各学年ごとに実施す
る。

B

・｢伊万里っ子しぐさ」を朝の会や放送で取り上げ､復唱したり、確認したりして生活に
生かすことができている。・「いのちの教育指導資料」は、クラスの実態に応じて取り上
げ、授業を行っている。・人権教室では、児童の感想を友だち広場で取り上げていくこ
とができた。

B

・様々な差別課題について授業を実践することができた。とくにコロナによる差別について
は全校で機会をとらえ、実践することができた。
・コロナ禍の中で、「家読」や「童謡歌集」の実践は制限された。
・人権教室については、テーマに沿って実施することができ、児童の考えが深まることがで
きた。

B

・相手を馬鹿にしたような態度はいじめに
もつながるので、大坪小のみんなが、相手
の気持ちを考えるような子どもたちであっ
てほしい。

・道徳推進教員

●いじめの早期発見、早期対
応体制の充実

●いじめ防止等（いじめの定義、
いじめの防止等のための取組、
事案対処等）について組織的対
応ができていると回答した教員８
０％以上。

・毎月「心のアンケート」を実施し、早期発見に努める。
・保護者、担任、生徒指導主任、教育相談担当、級外な
どの連携を密にし、組織としての支援を充実させる。
・学校いじめ対策委員会において、支援の具体的方法に
ついて話し合う。

B

・毎月の「心のアンケート」に各担任が取り組み、人権・教育担当者が集計して発信い
くことで、いじめの事前防止ができた。・人権標語に取り組み、給食の時間に放送して
紹介し、いじめ防の意識を高めることができた。 A

・「心のアンケート」を通して、児童の小さな声をくみ取っていくことができた。コロナ感染に
よる差別がないように、人権教室で「共生」をテーマに全校で学習を深めることができた。
人権教室の音読劇や、人権標語の取り組みも充実していた。 A

・保護者もアンケートなどには意見を書い
ているが、何か気になることがあったら、
すぐに保護者に連絡してほしい。家庭と先
生とで協力して子どもを見守っていきた
い。

・管理職
・人権・同和
　　教育担当
・教育相談

◎志を高める教育 ◎夢や目標の実現に向けて努力
する気持ちを高める教育活動の
推進。

・学校行事（体育大会や修学旅行等）や対外行事（相撲
大会や陸上運動大会等）、発表会（伊万里秋祭りや公民
館祭り等）などを通じて、個人で目標をもたせ、それを
バックアップすることで成功体験を積ませる。 Ａ

・各行事を実施する際，事前に行事の意義を伝え，各学年に応じて，個人や全体での
目標を設定した。目的意識を持って取り組むことができた。また，キャリアパスポート
等を活用し，随時，振り返りを行い，事後の生活につないでいけるよう指導することが
できた。
・学校行事と他教科との関連を図ることで，より一層，意識化が図れた。高学年ではさ
らに，行事運営の手段や方法を学び，自主活動につなげることができた。

A

・行事に対して目的を持たせるだけでなく，相手意識を設定することで意欲付けとすること
ができ，積極的な活動が見られた。また，活動後にお礼の手紙等をもらうことで成就感や
達成感を味わうことができ，自己有用感を持たせる機会となった。
・行事と教科を関連させることで教育課程の改善となり，関わる時間などの減少など，働き
方改革につながった。

A

・新型コロナウィルス感染予防のため、今
年は、子どもたちが元気に活躍する姿をな
かなか見ることができなかった。来年は、
もっと授業参観などを増やしてもらいたい。

・教務主任
・関係学年主任

●「安全に関する資質・能力
の育成」

●児童生徒の交通事故を０（ゼ
ロ）にする。

・毎月２０日の安全点検と、学期ごとに通学路の安全点
検を実施する。
・通学路については、保護者や地域の方にも危険箇所の
確認をお願いし、危険箇所マップの改訂を行う。

B

・育友会の地区役員の方に定期的に通学路の危険箇所の点検を実施を依頼し、確認
している。
・月１回の交通当番の実施で、各場所の登校の様子等を確認している。
・交通指導員の方と連携を取り、適宜、変更を行っている。

B

・育友会の地区役員の方に定期的に通学路の危険箇所の点検を実施を依頼し、確認でき
た。
・月１回の交通当番の実施で、各場所の登校の様子等を確認して、共有できた。
・交通指導員の方と連携を取り必要に応じて、変更した。

B

・地区役員さんを中心に安全点検等は
行っているが、上級生などに聞いてもらう
と、さらによく分かるのではないだろうか。

・生徒指導主任

○衛生習慣の定着 ○新型コロナウィルス感染予防
策を徹底する。

・適宜手洗いやうがいを行えるように習慣化を図る。
・マスク着用、ソーシャルディスタンスの徹底を図る。

B

・保健委員会や放送委員会による呼びかけ、担任の先生による協力もあり、手洗いが
習慣化してきた。
・マスクはほとんどの児童は着用できているが、給食のあとや、昼休みの後などにマ
スクをつけ忘れている児童もいる
・ソーシャルディスタンスを意識させても、実際は難しい。

B

・手洗いとアルコールによる手指消毒は、繰り返し指導することで習慣化してきた。また、放
課後に教室等の消毒を行った。
・マスク着用について呼びかけを行ってきたことで着用率は上がったが、正しい着用ができ
ていない児童もいる。
・ソーシャルディスタンスの保持は授業中は意識させているが、絶えず意識し続けることは
児童にとっては難しい。
・換気を常時行うことができた。

B

・新型コロナウィルス感染予防のため、学
校もいろいろ努力してもらっているが、家
庭でも気を付けている。
・教室の消毒など、学校の先生だけで大変
であれば、育友会や家庭に協力を求めて
もいいのではないか。

・養護教諭
・保健主事

●業務効率化の推進と時間
外勤務時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間
外在校等時間の上限を遵守す
る。

・定時退勤日、学校閉庁日を設定する。
・主任業務の分散化や複数担当化を図り、業務の平準
化を推進する。 B

・定時退勤日、学校閉庁日を設定した。
・主任業務の分散化・複数担当化を行った。
・10月までの時間外勤務時間の平均が45時間を超える職員がいることから、業務の
見直しが必要。

B

・中間評価の時より、時間外勤務時間の平均が４５時間を越える職員が減り、超過時間も
少なくなってきた。
・ＧＩＧＡＳｃｈｏｏｌ構想やプログラミング学習の導入により、ＩＣＴ推進リーダーの業務が増加
してきた。その業務の分散化・複数担当化ができなかった。

B

・今年は先生方もいろいろ大変だったと思
うので、休めるときは休んで、体を大切に
してもらいたい。

・管理職

○業務改善プロジェクトの実
施

○勤務体制の検討を行い、業務
の明確化を図る。
○具体的な改善策を実行し、業
務の効率化を図る。

・業務改善案を計画し、職員に提案する。
・職員研修で日常業務の在り方や、業務改善の取組につ
いて話し合う。
・仕事の可視化と業務の省力化に取り組む。

Ｃ
・改善が必要な業務とその解決策を、職員から洗い出してもらった。日常業務のあり
方についての意識化が少しずつできてきている。今後、それに関する職員研修を行
い、業務の改善に取り組む。 B

・職員から出された、改善が必要な業務とその解決策について、年度内にできることについ
ては、解決できた。新年度に向けての対策について、年度末反省の中で、改善策について
検討する。 B

・先生方もいろいろな仕事があるので、な
かなか効率化は難しいと思うが、育友会や
各家庭と協力したら、改善できるのではな
いか。

・管理職

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○教育相談の充実

○教育相談に係る組織の活
性化（含他機関との連携）及
び、支援会議の充実による具
体的な支援策の構築

○保護者面談の他、医師、カウン
セラー、スクールソーシャルワー
カー、保健師、民生委員等関係
機関との連携に努める。

・教育相談に係る担当者の連携を図り、支援会議の円滑
な運営を図る。
・スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー等
の外部機関の効果的な活用など、教育相談機能の充実
を図る。

B

・ＳＣによる教育相談を広く知ってもらうために、「ほっとタイム」を発行し、困り感のあ
る保護者や児童に啓発を行った。
・教育相談後にカンファレンスを必ず行い関係職員の情報共有とこれからの対応を話
し合った。
・関係機関との連絡を取り、担当医との面談をした。

A

・困り感のある保護者には、担当者が直接電話をかけ話を聞いたり、SCやSSWに繋げるな
どして対応を考えた。
・教育相談後のカンファレンスでは、保護者の思いをSCから聞きつつ教師の困り感を出し
合い、対応を話し合った。
・関係機関との連携をとり、今後の指導に生かした。

A

・子育てに悩む保護者もいることと思うの
で、今後、さらに保護者のニーズに応える
ようにしてほしい。

・教育相談担当

○特別支援教育の
推進

○児童の実態に即した具体的
な支援の内容・方法の策定

○児童の実態に即した具体的な
支援を行い、よりよい学校生活へ
の適応を図る。

・学校全体の支援体制を整備する。
・児童の実態を把握し、ケース会議等で対応について協
議・共通理解をする。
・校内支援委員会の定例開催により、児童の現状を確認
し、支援の方法を考え実践する。

B

・職員間の共通理解の場を設定し、支援が必要な児童について支援員配置などをし
た。
・担任からの情報収集、参観で実態把握をし、協議等の話し合いの機会を設けた。
・個別の支援・指導計画の作成を行った。 B

・職員間の共通理解の場を設定し、必要に応じて共通理解を図った。支援が必要な児童に
ついて支援員配置を行いたくても人員が足りず十分な支援ができないことがあった。
・情報収集や実態把握は適宜行えた。
・学期ごとに個別の支援・指導計画作成の呼びかけをして記入の時間を設定し、指導に生
かせるようにした。

B

・いろいろな子どもたちがいるので、大坪
小学校の全員が楽しく学校生活を過ごせ
るようにしてほしい。

・特別支援教育
　コーディネーター

○「ふるさと学習」の
充実

○地域の良さを体感できる学
習の充実

○校区内や周辺に存在する社会
教育施設や優れた教育資源を活
用し、大坪町を誇りに思う児童の
割合を前年度より高める。

・図書館を使った「調べる学習コンクール」へ積極的に参
加する。
・地域の祭りや伝統、地域の偉人からの学び、鼓笛隊な
どの活動を充実させる。
・地域への関心を高める、魅力ある事業を企画する。

Ａ

・夏季休業中の家庭学習での取組を担任の先生方の呼びかけをしてくださり、多数応
募できた。調べ方学習の方法を学んで、興味関心があるものの調べ学習をすること
ができた。
・生活科や総合的な学習の時間の中で地域の特色や人々の思い等を知り，郷土の良
さ、自分たちのふるさとへの関心を高めることができた。
・コロナ禍の現状で活動に制限があったが，その中で鼓笛など、学校の取組を地域に
発信することができ、子ども達も達成感を味わうことができた。

A

・長期休業や日ごろの家庭学習の中で郷土について学ぶ機会を設定することができた。ま
た，教科の中でも、郷土の偉人や地域について、体験を通して学ぶことができ、「ふるさと」
に対する思いを持たせる機会となった。
・鼓笛隊については少ない発表の機会だったが、日ごろの練習にも熱心に取り組む姿が見
られ、自主的な活動となっている。さらに、下級生にとっても「伝統」を引き継いでいくという
意識付けがなされた。

A

・図書館を活用した「調べる学習コンクール」
は、大坪小の児童がたくさん応募していた。こ
れからもどんどん市民図書館を利用してほし
い。
・鼓笛隊は、演奏を披露する場が少なくて残
念だった。ほかの学年も、活躍の場が少なく
なっているので、児童が活躍できる場の確保
を考えていただきたい。

・学年主任
・教務主任

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展

望

・学習指導ついては、学習状況調査結果などから判断して一定の成果を収めることができた。今後は、タブレットＰＣを活用した授業を行う中で、児童の思考力、表現力を高めるようにしたい。
・新型コロナウィルス感染予防による学習活動の制約から、児童が達成感を得る場面が少なかった。次年度は達成感を得られるような活動を工夫したい。
・いじめ防止については、普段の学校生活での指導が大切になることから、「伊万里っこしぐさ」、「命の教育指導資料」などを活用し、思いやりの気持ちを育んでいきたい。

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

●業務改善・教職員
の働き方改革の推
進

２　学校教育目標

「互いに認め合い、支え合う学校にしよう　　～　自己肯定感を高める教育を通して　～」

　　◎めざす教師像　「深い教育愛に満ち、確かな指導力のある教師　　～ 支え合い、高め合う集団つくり ～　　※子ども一人一人の特性に応じて…。」

　　◎めざす学校像　「いきいき学び　伸び合う学校　　～　当り前の事を、当り前に　～　　※自分の将来に希望を持って…。」

３　本年度の

      重点目標

①「授業づくりのステップ１・２・３」「西部型授業」をもとにした授業スタイルについて研修を行い、授業の手立てとして学校全体での共通取組を検討する。特に、読解力、表現力の向上を図る具体的な手立てを構築する。（学習過程、書く活動の充実など）

②児童同士が良さを互いに自覚し合える学級集団づくりを行い、児童の学級への所属意識を高める。併せて、教育相談機能の充実により、児童、保護者の学校教育への不安感の払拭を図る。

③新型コロナウィルス感染予防のため、衛生週間の定着を図るとともに、学習形態の工夫、指導内容の重点化、学校行事の見直しを適宜行い、教育課程履修に遺漏のないように努める。

４　重点取組内容・成果指標

主な担当者
重点取組

具体的取組
中間評価 最終評価 学校関係者評価

●学力の向上

●心の教育

●健康・体つくり

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

学校名 伊万里市立大坪小学校

１　前年度

　　評価結果の概

・2か年の活用力向上研究指定事業の成果として、「思考力・判断力・表現力」を伸ばす取組が更に一歩深まった。また、市の漢字検定では９４％の合格率。引き続き、児童の興味関心を高めながら、「わかる喜び」と「自分の成長」を感じ取れるような授業の創造に尽力する。

・特別な支援が必要な児童については、教育相談担当や特別支援コーディネーターが中心となり、外部機関とも連携して、情報共有と組織的な対応を行うことができた。引き続き、多角的に児童を捉え、様々な選択肢から支援を行えるよう連携をとっていきたい。


